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【窯業サイディング材新築時の欠陥工事】 

（１）横目地シール～非常に多い欠陥工事＝ハウスメーカーも在来住宅も 

＜事例１＝在来塗装後半年でハクリ（青森県） ＜事例２＝在来塗装後 2年ハクリ（香川県） 

 

 

 

 

 

 

 

 □クレームの原因＝新築時の窯業系サイディング材施工の間違い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例３＝大和ハウス いまでも多い    ＜事例４＝積水ハウス 

 

 

 

    

  

縦張り品を 

横張にする 

縦つなぎ 

横目地シール 

対策＝診断時目視確認 
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＜事例５＝パナホーム 築年数＝22年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦つなぎの横目地シールの対処方法＝＝＝＞ 

１＝シーリング材の取り換え 

２＝上へ幕板施工 

３＝幕板の上部へ「3角シーリング」施工 

（下部へはシール施工しない＝水抜き） 

＜事例：大和ハウス 築年数 25年 中の合板腐れ落ちる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対策＝サーモ画像・水分測定 
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（２）切断後の板の幅が狭過ぎる＝100㎜基準 

  対策＝診断時メジャーで計測 

補修工事 

①目地（幅 10㎜ 深さ 12mm） 

 をカットして作る 

②3面接着予防の為 

 目地底へ「ボンドブレーカー」 

 ポリエチレンのバックアップ材 
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 （３）下屋と外壁取り合い部＝壁止まり 不良施工 

 ＜事例＝築 26年中古住宅購入者よりご相談 横浜市 雨漏り 

  対策＝診断時目視確認 

最初に調査・見積提示の大手塗装会社の「診断報告書」より～下地の件全く触れない 
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（４）バルコニー下部 オーバーハング部の施工 

 ＜事例１＝出隅コーナー材を横に施工  禁止工事方法 

     

 

  

正しい施工方法 

（５）軒の出無し・パラペット＝軒の納まり 雨水浸入が多い 

凍害・剥離が多い＝パラペット・片流れ屋根 
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（６）シーリング工事の不良 □目地設計・材料の選定・施工手順の遵守 

 ①目地の設計が不適     ②材料＝メーカー純正品・工業会指定品から 

  幅＝１０ｍｍ程度 

  深さ＝14㎜厚みで 5㎜以上  15㎜厚み以上で 7㎜以上 

 

 

 

 

  

対策～シール目地の計測 

   深さ 「シール目地深さ測定器」 



8 

 

②目地シーリングの施工不良 

 ・既存目地の切れ   

     専用のプライマーの塗布量不足 プライマー塗布無し 

     ＜ヒント＞1液～被着材が含有で密着性は高い  

          2液～被着性ゼロ プライマーの正しい塗布が無いと全く密着しない 

 ・目地設計不良 特に厚み不足＝新築時元請け建設業者より安値工事金額の発注 

  コストダウンの為 目地深さを浅くする 

 ※打ち替え時の問題 

  ・洗浄水が削った窯業系サイディング材小口から浸入し、乾燥できないまま新規のシー 

ル施工 

 ・窯業系サイディング材基板の小口付近の含水率が高く、シールの密着を阻害する 

 ・既存シールの完全除去が出来ていない 
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（７）下屋取り合い部 外壁株の処理が不適切＝隙間不足 小口防水処理 
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（８）軒の出ゼロ 軒天回り通気不足  
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（９）窓下 水切り＝出寸法不足 伝い水防止機能無し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細⇒ 
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（１０）換気口 ベントキャップ 室内の湿気が壁体内へ浸入＝＞結露発生 

   ＝＞寒冷地の凍害 温暖地の表層ハクリ ※ベントキャップ＝埃で詰まる 

  

ベントキャップ

清掃 

（１１）造作バルコニー 笠木の下地＝外壁通気構法になっていない 

漏れた湿気が壁の内部へ浸入＝＞壁体内結露の発生へ 
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（１２）禁止工事＝縦張窯業系サイディング材＝横張にする 片流れパラペット部の施工 
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（１３）窯業系サイディングメーカーの非純正の部材使用 

 □非純正の部材使用時は、窯業系サイディング材の「保証対象外」となりますので、注意が必要で 

す。 

 □施主様へ契約時に「非純正部材」の使用を説明しない時は、民法の「契約不適合責任」を 

  問えます。 

 □では、工務店はなぜ？？非純正の部材を使うのでしょうか？ 

  安いからです。 

 □純正品かどうかの確認方法＝工務店へ「出荷証明書」を依頼しメーカーより出して頂きます。 

  １）同質出隅（コーナー材）＝非常の多いです 

    接着強度と接着耐久性に多くは問題が発生しています。 

    新築建設後３～５年で角が開いてきます。 
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２）留め金具＝窯業系サイディングの落下事故となる事が有りますので注意です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）シーリング目地のハットジョイナー＝深さ不足（基準は５ｍｍ以上） 

  ＝＞クレームは雨漏り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）シーリング材 

  窯業系サイディングメーカーの純正品又は(一社)日本窯業外装材協会の推奨品 

  それ以外のシーリング材を使いますと、目地切れ＝＞雨漏りとなります 
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＜１３＞不良工事 造作のバルコニー診断手順                 

（１）材質は 板金加工品とアルミ成型品が有ります 

（２）木造住宅の造作バルコニー（木下地を住宅躯体として作る）ＶＳ後付けユニット 

   の場合、築後 15年経過で、約半分の笠木下に雨水浸入が有り、下地木材の腐朽と窯業系サイデ

ィング材の劣化が発生しています 

（３）塗装＆リフォーム前の診断は最も重要な手順となります 

（４）一般的なアルミ製笠木の納まり 

 

 

 

 

 

 

  

①雨水の浸入＝留め付け金具のビス穴 

②笠木と窯業系サイディング材のすきま 

から雨水が吹き込む 

③外壁の窯業系サイディング材は 

大半が直張りで乾燥できない 

雨水の排出が出来ない 

（５）笠木取り外して下地劣化診断方法 ①手すりを取り外す 

②笠木を下に押しながら外側へ引っ張る 
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（６）良くある新築時の不良施工 

   ①バルコニー天端の防水紙が 2重に貼っていない 

   ②通気出口がふさがれている⇒ 

   補修工事＝通気出口穴あけ工事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正しい=バルコニー笠木工事 

板金製の笠木はアルミ製へ交換する 


